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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パチンコホールの台島に設置される外枠と、
　前記外枠に設けられ、遊技者から見て左辺部を中心に前記外枠に対して回動可能な中枠
と、
　前記中枠に前記中枠の後方に位置して設けられ、遊技盤を支持する取付枠と、
　前記取付枠の後方に設けられ、左辺部の軸を中心に前記中枠および前記取付枠のそれぞ
れに対して回動可能なものであってパチンコ球が充填される賞球タンクを支持するメイン
セットと、
　前記取付枠に前記遊技盤の下方に位置して設けられ、後面が開口する凹部と、
　前記取付枠に設けられ、前記凹部の後面を塞ぐ蓋と、
　前記蓋のうち前記メインセットの軸と反対側の右側に位置して設けられ、右側面が開口
する切欠状の第１の挿通口と、
　前記蓋のうち前記メインセットの軸と同一側の左側に位置して設けられ、左側面が開口
する切欠状の第２の挿通口と、
　前記凹部の内部に収納された第１の部分と前記蓋の第１の挿通口を通して前記蓋の後方
に引出された部分であって第１の部分の右側に位置する第２の部分と前記蓋の第２の挿通
口を通して前記蓋の後方に引出された部分であって第１の部分の左側に位置する第３の部
分を有するものであって、前記第２の部分が前記中枠に固定された電気部品の導線と、
　前記凹部の内部に前記第１の挿通口および前記第２の挿通口相互間に位置して設けられ
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、左側面と右側面と後面が開口するものであって前記導線の第１の部分が後方から挿入さ
れた切欠状の挿通口を有する複数のリブと、
　前記メインセットに設けられ、前記メインセットが前記取付枠および前記蓋のそれぞれ
を後方から覆う閉塞状態で前記蓋の第２の挿通口に後方から対向するものであって前記導
線の第３の部分が挿入された貫通口を備え、
　前記導線の第３の部分は、前記メインセットの貫通口から前記メインセットの後方に引
出されて前記メインセットに固定されていることを特徴とするパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遊技盤を支える取付枠を備えたパチンコ機に関する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
図１０は上記パチンコ機の従来構成を示すものである。ここで、中枠１の後面には取付枠
２が固定されている。この取付枠２は遊技盤３を支えるものであり、取付枠２にはヒンジ
金具４，４を介してメインセット５が回動可能に装着されている。また、中枠１の後面に
は、両ヒンジ金具４と反対側の下隅部に位置して発射モータ６が固定されている。この発
射モータ６の前方には発射ハンドル７が装着されており、発射ハンドル７が回動操作され
ると、発射モータ６が作動して打球槌が回動し、上皿内のパチンコ球が遊技盤３内に打出
される。
【０００３】
上記構成の場合、メインセット５の後面にヒンジ金具４の反対側に位置して回路基板が固
定されており、発射モータ６の導線がメインセット５の後方を通して回路基板にコネクタ
接続されている。このため、導線が邪魔になるので、導線をコネクタから取外した後、メ
インセット５を後方へ開放操作する手間が必要だった。
【０００４】
特開平５－１４６５３９号公報には、導線を機構盤２の下方の中空部内に収納することが
記載されている。この構成の場合、導線がヒンジ金具４の反対側から中空部内に挿入され
た後、ヒンジ金具４側から中空部外へ引出され、回路基板に接続されているので、導線に
邪魔されることなくメインセット５を後方へ開放操作できる。しかしながら、導線が中空
部内でずれ動いてしまうので、中空部内に複数の導線が収納されている場合には、中空部
内で導線相互間が絡まってしまう虞れがある。
【０００５】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、導線に邪魔されることなく
メインセットを容易に開放操作でき、しかも、導線のずれ動きを抑えることができるパチ
ンコ機を提供することにある。
【０００６】
　請求項１記載のパチンコ機は、パチンコホールの台島に設置される外枠と、前記外枠に
設けられ遊技者から見て左辺部を中心に前記外枠に対して回動可能な中枠と、前記中枠に
前記中枠の後方に位置して設けられ遊技盤を支持する取付枠と、前記取付枠の後方に設け
られ左辺部の軸を中心に前記中枠および前記取付枠のそれぞれに対して回動可能なもので
あってパチンコ球が充填される賞球タンクを支持するメインセットと、前記取付枠に前記
遊技盤の下方に位置して設けられ後面が開口する凹部と、前記取付枠に設けられ前記凹部
の後面を塞ぐ蓋と、前記蓋のうち前記メインセットの軸と反対側の右側に位置して設けら
れ右側面が開口する切欠状の第１の挿通口と、前記蓋のうち前記メインセットの軸と同一
側の左側に位置して設けられ左側面が開口する切欠状の第２の挿通口と、前記凹部の内部
に収納された第１の部分と前記蓋の第１の挿通口を通して前記蓋の後方に引出された部分
であって第１の部分の右側に位置する第２の部分と前記蓋の第２の挿通口を通して前記蓋
の後方に引出された部分であって第１の部分の左側に位置する第３の部分を有するもので
あって前記第２の部分が前記中枠に固定された電気部品の導線と、前記凹部の内部に前記
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第１の挿通口および前記第２の挿通口相互間に位置して設けられ左側面と右側面と後面が
開口するものであって前記導線の第１の部分が後方から挿入された切欠状の挿通口を有す
る複数のリブと、前記メインセットに設けられ前記メインセットが前記取付枠および前記
蓋のそれぞれを後方から覆う閉塞状態で前記蓋の第２の挿通口に後方から対向するもので
あって前記導線の第３の部分が挿入された貫通口を備え、前記導線の第３の部分は前記メ
インセットの貫通口から前記メインセットの後方に引出されて前記メインセットに固定さ
れているところに特徴を有している。
　上記手段によれば、導線が取付枠の凹部内に収納されているので、メインセットを導線
に邪魔されることなく容易に開放操作できる。しかも、凹部内の導線がリブの挿通口内に
挿入され、リブにより支えられている。このため、導線の凹部内でのずれ動きが抑えられ
るので、凹部内で導線相互間が絡まることが防止される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施例を図１ないし図９に基づいて説明する。まず、図５において、パ
チンコホールの台島には外枠１１が設置されている。この外枠１１は矩形状の開口部（図
示せず）を有するものであり、外枠１１の左辺部にはヒンジ金具１２，１２を介して矩形
状の中枠１３が回動可能に装着されている。この中枠１３は外枠１１の開口部を前方から
覆うものであり、中枠１３には矩形状の開口部（図示せず）が形成されている。
【００１１】
中枠１３の後面には、図７に示すように、取付枠に相当する合成樹脂製の機構盤１４が固
定されている。この機構盤１４は、図６の（ａ）および（ｂ）に示すように、矩形状をな
す枠部１４ａと、枠部１４ａの下方に位置する垂直な下方板１４ｂと、枠部１４ａおよび
下方板１４ｂを囲うフランジ部１４ｃとを一体形成してなるものであり、フランジ部１４
ｃには複数の貫通孔１４ｄが形成されている。これら各貫通孔１４ｄ内には後方からねじ
（図示せず）が挿入されており、機構盤１４は、各貫通孔１４ｄ内のねじを中枠１３の後
面に締め込むことに伴い中枠１３に固定されている。尚、図６の（ａ）は機構盤１４を前
方から示している。また、図６の（ｂ）は機構盤１４を後方から示している。
【００１２】
機構盤１４の枠部１４ａ内には、上端部に位置して垂直な上方板１４ｅが一体形成されて
いる。この上方板１４ｅには横長なリブ１４ｆが一体形成されており、リブ１４ｆと枠部
１４ａとで画定された空間部１５内には遊技盤１６が着脱可能に嵌合され、遊技盤１６の
前面は中枠１３の開口部を通して前方に露出している。また、機構盤１４には、空間部１
５内の各隅部に位置して扇形の遊技盤取付部１４ｇが一体形成されており、遊技盤１６の
後面は各遊技盤取付部１４ｇにより後方から支えられている。
【００１３】
下方板１４ｂには、図１の（ａ）に示すように、後方へ突出する壁板１４ｈが一体形成さ
れている。この壁板１４ｈは下方板１４ｂの上端を除く周縁部を囲うものであり、壁板１
４ｈと枠部１４ａと下方板１４ｂとの間には、図１の（ｂ）に示すように、後方へ開口す
る凹部１４ｉが形成されている。この凹部１４ｉは導線収納室に相当するものであり、凹
部１４ｉ内には、図１の（ａ）に示すように、横長な板状をなす複数のリブ１４ｊおよび
縦長な板状をなす複数のリブ１４ｋが一体形成されている。尚、下方板１４ｂは、遊技盤
１６に平行な凹部１４ｉの底板に相当するものである。
【００１４】
凹部１４ｉの後面には、図３に示すように、合成樹脂製の蓋１７が被せられている。この
蓋１７は、図２の（ａ）および（ｂ）に示すように、平板状をなすものであり、蓋１７の
周縁部には複数の貫通孔１７ａが形成されている。これら各貫通孔１７ａ内には後方から
ねじ（図示せず）が挿入されており、蓋１７は、各ねじを下方板１４ｂに締め込むことに
伴い固定されている。また、中枠１３の前面には、図５に示すように、矩形状の窓枠１８
が左辺部を中心に回動可能に装着されている。この窓枠１８には透明なガラス窓１９が組
込まれており、ガラス窓１９は遊技盤１６の前面を覆っている。
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【００１５】
機構盤１４の枠部１４ａには、図６の（ｂ）に示すように、上下端部に位置して突状のヒ
ンジ部１４ｌが一体形成されており、各ヒンジ部１４ｌ内には、図７に示すように、ヒン
ジ金具２０の軸２０ａが回動可能に挿入されている。これら各ヒンジ金具２０は、図９の
（ａ）に示すように、メインセット２１の側辺部にねじ止めされたものであり、メインセ
ット２１は両ヒンジ金具２０の軸２０ａを中心に機構盤１４に対して回動可能にされ、機
構盤１４および蓋１７を後方から覆っている。
【００１６】
メインセット２１は合成樹脂から形成されたものであり、メインセット２１には矩形状の
開口部２１ａが形成されている。また、メインセット２１には開口部２１ａを覆う保護カ
バー（図示せず）が取付けられており、遊技盤１６の後面は保護カバーを通して目で確認
可能にされている。また、中枠１３の前面には、図５に示すように、左辺部に位置して横
長な矩形状の取付板２６が回動可能に装着されている。この取付板２６の前面には上皿２
７が固定されており、上皿２７内にはパチンコ球（図示せず）が貯溜されている。
【００１７】
中枠１３の後面には、図４に示すように、ヒンジ金具２０と反対側の下隅部に位置して発
射モータ２８が固定されている。この発射モータ２８は電気部品に相当するものであり、
Ａ相およびＢ相のステータコイルを有している。また、発射モータ２８には６端子形のコ
ネクタ２８ａが固定されており、コネクタ２８ａの２個の端子は発射モータ２８のＡ相の
ステータコイルに接続され、別の２個の端子はＢ相のステータコイルに接続されている。
【００１８】
６本のコード線２９の両端部にはコネクタ３０および３１が接続されている。このうち一
方のコネクタ３０は６個の端子を有するものであり、一方のコネクタ３０は発射モータ２
８のコネクタ２８ａに嵌合され、一方のコネクタ３０の各端子はコネクタ２８ａの端子に
電気的に接続されている。
【００１９】
中枠１３の後面には、発射モータ２８の側方に位置してコントロール基板３２が固定され
ており、コントロール基板３２にはコネクタ（図示せず）が搭載されている。このコネク
タにはコード線２９の他方のコネクタ３１が嵌合されており、コネクタ３１の各端子はコ
ントロール基板３２のコネクタの端子に接続されている。
【００２０】
コネクタ３１の端子には、導線に相当する２本の信号線３３および２本の電源線３４が接
続されている。これら各信号線３３および各電源線３４は絶縁被覆を有するコード線から
なるものであり、発射モータ２８の各相のステータコイルはコネクタ２８ａ，コード線２
９，コントロール基板３２の回路パターン，コネクタ３１を介して両電源線３４に接続さ
れている。
【００２１】
蓋１７には、図２の（ａ）に示すように、ヒンジ金具２０と反対側に位置して挿通口１７
ｂが形成されている。この挿通口１７ｂは、ヒンジ金具２０と反対側へ開口する切欠状を
なすものであり、図３に示すように、両信号線３３および両電源線３４は挿通口１７ｂを
通して凹部１４ｉの内部に挿入されている。また、左右方向へ隣接する縦長な５枚のリブ
１４ｋには、図１の（ａ）に示すように、後方へ開口する切欠状の挿通口１４ｍが各々形
成されている。これら各挿通口１４ｍは、上下方向の幅寸法が信号線３３および電源線３
４の直径寸法に略等しく設定されたものであり、各挿通口１４ｍ内には両信号線３３およ
び両電源線３４が嵌合されている。
【００２２】
凹部１４ｉ内には、ヒンジ金具２０側に位置して縦長な半楕円形状のリブ１４ｎが一体形
成されている。このリブ１４ｎは後方へ突出する板状をなすものであり、リブ１４ｎには
上述の挿通口１４ｍが形成され、挿通口１４ｍ内には両信号線３３および両電源線３４が
嵌合されている。尚、リブ１４ｋおよび１４ｎは導線支持部材に相当するものである。
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【００２３】
両信号線３３および両電源線３４の外周面には２個の結束バンド３５が装着されている。
これら各結束バンド３５は両信号線３３および両電源線３４を１本に束ねるものであり、
ヒンジ金具２０側に位置する結束バンド３５は楕円形状のリブ１４ｎに係止され、ヒンジ
金具２０と反対側に位置する結束バンド３５は縦長なリブ１４ｋに係止されている。
【００２４】
蓋１７の前面には、図２の（ａ）に示すように、６個のボス部１７ｃが一体形成されてい
る。これら各ボス部１７ｃは、図２の（ｂ）に示すように、前方へ突出するものであり、
挿通口１４ｍ内に挿入され、挿通口１４ｍの後面開口部を閉塞している。また、蓋１７に
は、ヒンジ金具２０側に位置して縦長な半楕円形状の挿通口１７ｄが形成されている。こ
の挿通口１７ｄの周縁部には半楕円形状のリブ１４ｎが前方から接触しており、凹部１４
ｉ内の両信号線３３および両電源線３４は、図３に示すように、蓋１７の挿通口１７ｄを
通して後方へ引出されている。
【００２５】
メインセット２１には、図４に示すように、縦長な楕円形状の貫通口２１ａが形成されて
いる。この貫通口２１ａは、図７に示すように、メインセット２１の閉塞状態で蓋１７の
挿通口１７ｄに対向するものであり、両信号線３３および両電源線３４は挿通口１７ｄを
通して蓋１７の後方へ引出された後、貫通口２１ａ内を通してメインセット２１の後方へ
引出されている。
【００２６】
メインセット２１の後面には中継基板３６が固定されており、中継基板３６の後面および
前面にはコネクタ３６ａおよび３６ｂが搭載されている。また、両信号線３３および両電
源線３４の先端部にはコネクタ３７が接続されている。このコネクタ３７は中継基板３６
の後面のコネクタ３６ａに嵌合されており、両信号線３３および両電源線３４はコネクタ
３７，コネクタ３６ａ，中継基板３６の回路パターンを通してコネクタ３６ｂに接続され
ている。
【００２７】
中継基板３６の前面のコネクタ３６ｂにはコネクタ３８ａが嵌合されている。このコネク
タ３８ａには４本のコード線３８（１本のみ図示する）の一端部が接続されており、２本
のコード線３８はコネクタ３８ａ，３６ｂ，３６ａ，３７を通して信号線３３に接続され
、残り２本のコード線３８はコネクタ３８ａ，３６ｂ，３６ａ，３７を通して電源線３４
に接続されている。
【００２８】
蓋１７の後面には、図９の（ａ）に示すように、ヒンジ金具２０の反対側に位置して賞球
回路ボックス３９がねじ止めされている。この賞球回路ボックス３９内には賞球回路基板
４０が収納されており、賞球回路基板４０には、図７に示すように、４本のコード線３８
の他端部が接続されている。このうち２本のコード線３８は賞球回路基板４０の回路パタ
ーンを介して直流電源に接続されており、発射モータ２８の各相のステータコイルには２
本のコード線３８，２本の電源線３４，コントロール基板３２，２本のコード線２９を通
して直流電源が与えられる。
【００２９】
中枠１３の前面には、図５に示すように、右下隅部に位置してハンドル受け４１が固定さ
れており、ハンドル受け４１には発射ハンドル４２が回動可能に装着されている。また、
ハンドル受け４１内には回転量センサ（図示せず）が収納されている。この回転量センサ
は、発射ハンドル４２の操作量に応じた電気信号を出力するポテンショメータ等からなる
ものであり、回転量センサは賞球回路基板４０にコード線（図示せず）を介して接続され
、回転量センサからの出力信号は賞球回路基板にコード線を通して与えられる。
【００３０】
ハンドル受け４１には電気部品に相当するタッチセンサ（図示せず）が装着されている。
このタッチセンサは、遊技者が発射ハンドル４２に触れたことを検出するものであり、ハ
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ンドル受け４１の後面には３端子形のコネクタ（図示せず）が固定され、コネクタの各端
子はタッチセンサに接続されている。また、ハンドル受け４１のコネクタには、図４に示
すように、３端子形のコネクタ４１ａが嵌合され、タッチセンサはハンドル受け４１のコ
ネクタを介してコネクタ４１ａの各端子に接続されている。
【００３１】
コネクタ４１ａの各端子にはコード線４１ｂが接続されている。これら各コード線４１ｂ
はコントロール基板３２のコネクタ３１に接続されており、タッチセンサからの出力信号
は２本のコード線４１ｂ，コントロール基板３２の回路パターン，２本の信号線３３，中
継基板３６の回路パターン，２本のコード線３８を通して賞球回路基板４０の回路パター
ンに与えられる。
【００３２】
賞球回路基板４０にはモータ制御回路（図示せず）が搭載されている。このモータ制御回
路はマイクロコンピュータを主体に構成されたものであり、２本の信号線３３を通して与
えられる信号に基づいて遊技者が発射ハンドル４２に触れたことを検出すると、電線線３
４を通して発射モータ２８に電源を与える。また、発射モータ２８の回転軸には打球槌（
図示せず）がクランク部材を介して連結されており、発射モータ２８が作動すると、打球
槌が打球動作を行い、上皿２７内のパチンコ球が遊技盤１６内に打出される。
【００３３】
尚、モータ制御回路は、回転量センサからの出力信号に基づいて発射ハンドル４２の操作
量を検出し、発射ハンドル４２の操作量に応じて発射モータ２８に与える電源電圧を調整
する。これにより、発射モータ２８の回転速度および回転トルクを調整し、上皿２７内の
パチンコ球を発射モータ２８の回転速度および回転トルクに応じた勢いで遊技盤１６内に
弾き出す。
【００３４】
メインセット２１の後面には、図９の（ａ）に示すように、上端部に位置して賞球タンク
４７が固定されており、賞球タンク４７内にはパチンコ球が貯溜されている。また、メイ
ンセット２１の後面にはタンクレール４３が固定されており、タンクレール４３の一端部
は賞球タンク４７内に通じている。また、メインセット２１には球通路４４が形成されて
いる。この球通路４４はタンクレール４３の他端部に通じており、賞球タンク４２内のパ
チンコ球はタンクレール４３内および球通路４４内に充填されている。
【００３５】
機構盤１４には、ヒンジ金具２０側に位置して賞球払出装置４５が装着されている。この
賞球払出装置４５は払出ソレノイド（図示せず）を駆動源とするものであり、賞球払出装
置４５内には球通路４４内を流下したパチンコ球が充填されている。また、賞球回路基板
４０には賞球払出回路（図示せず）が搭載されており、遊技盤１６内に打出されたパチン
コ球が遊技盤１６の大入賞口（図示せず）内に入賞すると、賞球払出回路から電源線（図
示せず）を通して払出ソレノイドに電源が与えられる。すると、賞球払出装置４５が作動
し、賞球払出装置４５内からパチンコ球が送り出される。
【００３６】
メインセット２１には賞球払出装置４５と上皿２７とを繋ぐ上皿用球通路（図示せず）が
形成されており、賞球払出装置４５から送り出されたパチンコ球は上皿用球通路を通して
上皿２７内に供給される。また、外枠１１には、図５に示すように、上皿２７の下方に位
置して下皿４６が固定されている。そして、メインセット２１には、上皿用球通路と下皿
２８とを繋ぐ下皿用球通路（図示せず）が形成されており、上皿２７内から溢れたパチン
コ球は下皿用球通路を通して下皿４６内に供給される。
【００３７】
機構盤１４の下方板１４ｂには、図１の（ａ）に示すように、前面が開口する凹状のスピ
ーカ収納部１４ｏが一体形成されている。このスピーカ収納部１４ｏ内にはスピーカ（図
示せず）が収納されており、遊技中には、スピーカから各種の効果音が出力される。
【００３８】
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上記実施例によれば、信号線３３および電源線３４を機構盤１４の凹部１４ｉ内に収納し
たので、図８に示すように、信号線３３および電源線３４に邪魔されることなく、メイン
セット２１を後方へ開放操作できる。しかも、凹部１４ｉ内の信号線３３および電源線３
４をリブ１４ｋ，１４ｎにより支えた。このため、信号線３３および電源線３４の上下方
向へのずれ動きが抑えられるので、凹部１４ｉ内で信号線３３相互間，電源線３４相互間
，信号線３３および電源線３４相互間が絡まることが防止される。これと共に、信号線３
３および電源線３４の凹部１４ｉ内での経路が決まるので、凹部１４ｉ内にスピーカを収
納する際にスピーカの設置場所を設計的に決め易くなる。
【００３９】
また、信号線３３および電源線３４の外周面に２個の結束バンド３５を装着し、一方の結
束バンド３５を楕円形状のリブ１４ｎにより係止し、他方の結束バンド３５を縦長なリブ
１４ｋにより係止したので、信号線３３および電源線３４の左右方向へのずれ動きが抑え
られる。しかも、蓋１７にボス部１７ｃを形成し、挿通口１４ｍの後面開口部をボス部１
７ｃにより塞いだので、信号線３３および電源線３４の前後方向へのずれ動きが抑えられ
る。
【００４０】
また、機構盤１４の挿通口１４ｍを凹部１４ｉと同方向へ開口する切欠状に形成したので
、凹部１４ｉの後面開口部を通して挿通口１４ｍ内に信号線３３および電源線３４を挿入
した後、凹部１４ｉに蓋１７を被せるだけで、信号線３３および電源線３４が凹部１４ｉ
内にずれ止め状態で収納される。このため、縫い針の目孔に糸を通すような面倒な作業を
行う必要がなくなるので、信号線３３および電源線３４の組付作業性が向上する。しかも
、信号線３３および電源線３４を蓋１７，挿通口１４ｍの内面により２重にずれ止めでき
るので、信号線３３および電源線３４のずれ動きが一層抑えられる。
【００４１】
また、蓋１７の左右両端部に挿通口１７ｂおよび１７ｄを形成した。このため、信号線３
３および電源線３４の左右両端部を挿通口１７ｂおよび１７ｄの内面によりずれ止めでき
るので、この点からも、信号線３３および電源線３４のずれ動きが抑えられる。
【００４２】
尚、上記実施例においては、左右方向に隣接する５枚のリブ１４ｋに貫通口１４ｍを１個
ずつ設けたが、これに限定されるものではなく、例えば２個ずつ設け、信号線３３および
電源線３４を各リブ１４ｋの別個の挿通口１４ｍ内に嵌合しても良い。
【００４３】
また、上記実施例においては、タッチセンサの信号線３３および発射モータ２８の電源線
３４を凹部１４ｉ内に収納したが、これに限定されるものではなく、例えば、遊技盤１６
の前面のうちヒンジ金具２０と反対側に配置されたランプ等の電源線を凹部１４ｉ内に収
納しても良い。
【００４４】
また、上記実施例においては、リブ１４ｋおよび１４ｎに切欠状の挿通口１４ｍを設けた
が、これに限定されるものではなく、例えば孔（内周面の全体がリブにより画定された開
口部）状の貫通口を設けても良い。
【００４５】
　また、上記実施例においては、凹部１４ｉの後面開口部に蓋１７を被せたが、これに限
定されるものではなく、例えば蓋１７を廃止し、凹部１４ｉの後面開口部をメインセット
２１により後方から覆っても良い。上記実施例には特許請求の範囲に記載された発明に加
えて次のその他発明１～その他発明４のそれぞれが記載されている。
［その他発明１］
　遊技盤が取付けられる取付枠と、この取付枠に設けられ電気部品の導線が収納された導
線収納室と、この導線収納室内に設けられ導線収納室内の導線を支える導線支持部材とを
備えたことを特徴とするパチンコ機。
　上記手段によれば、導線が取付枠の導線収納室内に収納されているので、メインセット
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支持部材により支えられているので、導線の導線収納室内でのずれ動きが抑えられ、導線
収納室内で導線相互間が絡まることが防止される。
［その他発明２］
　遊技盤が取付けられる取付枠と、この取付枠に設けられ前記遊技盤に略平行な底板を有
する凹部と、この凹部内に設けられたリブとを備え、前記凹部内に電気部品の導線が収納
され、前記凹部内の導線が挿通される挿通口が前記リブに設けられていることを特徴とす
るパチンコ機。
　上記手段によれば、導線が取付枠の凹部内に収納されているので、メインセットを導線
に邪魔されることなく容易に開放操作できる。しかも、凹部内の導線がリブの挿通口内に
挿入され、リブにより支えられている。このため、導線の凹部内でのずれ動きが抑えられ
るので、凹部内で導線相互間が絡まることが防止される。
［その他発明３］
　リブの挿通口が凹部と同方向へ開口する切欠状をなし、凹部の開口部に蓋が被せられて
いることを特徴とするパチンコ機。
　上記手段によれば、凹部の開口部を通してリブの挿通口内に導線を嵌合した後、凹部に
蓋を被せるだけで、導線が凹部内にずれ止め状態で簡単に収納される。しかも、導線のず
れ動きを蓋およびリブにより２重に抑えることができる。
［その他発明４］
　導線が挿通される別の挿通口が蓋の左右両端部に設けられていることを特徴とするパチ
ンコ機。
　上記手段によれば、導線の左右両端部が蓋の挿通口の内面により係止されるので、導線
のずれ動きが一層抑えられる。
【００４６】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明のパチンコ機は次の効果を奏する。
　請求項１記載の手段によれば、導線を機構盤の凹部内に収納したので、メインセットの
開放操作が容易になる。しかも、凹部内の導線を挿通口内に挿通したので、導線のずれ動
きが抑えられ、凹部内で導線相互間が絡まってしまうことが防止される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す図（ａは機構盤の要部を示す後面図、ｂはＡ－Ａ線に沿
う断面図）
【図２】（ａ）は蓋を示す後面図、（ｂ）はＢ－Ｂ線に沿う断面図
【図３】機構盤の要部を蓋の装着状態で示す後面図
【図４】機構盤の要部を蓋およびメインセットの装着状態で示す後面図
【図５】全体構成を示す前面図
【図６】（ａ）は機構盤を示す前面図、（ｂ）は機構盤を示す後面図
【図７】導線の経路をメインセットの閉塞状態で示す上面図
【図８】導線の経路をメインセットの開放状態で示す上面図
【図９】（ａ）は中枠，機構盤，メインセットを示す後面図、（ｂ）はＣ－Ｃ線に沿う断
面図
【図１０】従来例を示す図
【符号の説明】
１４は機構盤（取付枠）、１４ｂは下方板（底板）、１４ｉは凹部（導線収納室）、１４
ｋおよび１４ｎはリブ（導線支持部材）、１４ｍは挿通口、１６は遊技盤、１７は蓋、１
７ｂおよび１７ｄは挿通口、３３は信号線（導線）、３４は電源線（導線）を示す。
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